
Ⅱ　正味財産増減予算書（案）　　　
　　　　（単位：円）

科　　　目 令和3年度予算 令和２年度予算 増　　減

【一般正味財産増減の部】

１　経常増減の部

（１）経常収入

　①基本財産運用収入 458,000 1,516,000 -1,058,000 

　②賛助会員会費収入 2,328,000 2,400,000 -72,000 

　③事業収入 80,805,086 78,800,965 2,004,121

　　調査研究事業収入 42,128,000 36,640,000 5,488,000

　　研修事業収入 9,002,500 9,452,500 -450,000 

　　普及指導事業収入 17,313,102 20,065,581 -2,752,479 

　　出版事業収入 9,247,184 9,236,384 10,800

　　国際交流等事業収入 0 0 0

    学会事務受託収入 3,114,300 3,406,500 -292,200 

　④その他収入 3,300,000 3,400,000 -100,000 

　　受取利息 0 0 0

　　団体保険事務手数料収入 3,300,000 3,400,000 -100,000 

　　その他 0 0 0

経常収入計（Ａ） 86,891,086 86,116,965 774,121

（２）経常費用

　①事業費 84,589,185 87,322,075 -2,732,890 

　　調査研究事業費 35,253,372 36,690,694 -1,437,322 

　　研修事業費 17,433,353 17,239,444 193,909

　　普及指導事業費 10,096,429 11,486,845 -1,390,416 

　　出版事業費 17,872,485 18,426,438 -553,953 

　　国際交流等事業費 685,026 682,315 2,711

　　学会事務事業費 3,248,520 2,796,339 452,181

　②管理費 14,047,014 14,032,583 14,431

　　給与費 7,238,369 7,232,962 5,407

　　福利厚生費 1,381,918 1,215,748 166,170

　　諸謝金 510,000 570,000 -60,000 

　　会議費 55,000 65,000 -10,000 

　　旅費交通費 220,000 253,000 -33,000 

　　通信運搬費 50,377 46,501 3,876

　　消耗品費 125,128 135,004 -9,876 

　　印刷製本費 40,000 40,000 0

　　光熱水道費 135,802 135,802 0

　　地代・家賃 1,196,250 1,196,250 0

　　共益費 239,250 239,250 0

　　保険料 2,411 9,289 -6,878 

　　雑役務費 230,000 280,000 -50,000 

    団体保険事務費 82,000 86,000 -4,000 

    借料及び損料 152,751 146,776 5,975

　　雑費 450,000 450,000 0

　　交際費 40,000 40,000 0

　　税理士等謝金 1,082,000 1,080,000 2,000

　　租税公課 380,000 380,000 0

　　支払手数料 200,000 200,000 0

　　消費税 117,710 113,257 4,453

　　減価償却費 3,940 3,636 304

　　退職給付費用 114,108 114,108 0

経常費用計（Ｂ） 98,636,199 101,354,658 -2,718,459 

当期経常増減額 -15,237,693 15,237,693

　　　（令和3年４月１日～同4年3月31日まで）



２　経常外増減の部 令和２年度予算 増　　減

（１）経常外収入

経常外収入計 0

（２）経常外費用

　　　　　　　雑損

経常外費用計

　当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額 0 -15,237,693 15,237,693

　一般正味財産期首残高 204,764,539 220,002,232 -15,237,693

　一般正味財産期末残高 204,764,539 204,764,539 0

【指定正味財産増減の部】

　当期指定正味財産増減額 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0

【正味財産期末残高】 204,764,539 204,764,539 0

注記

②従来、学会事務の受託関係については、「その他」に分類していたが、今後、規模の拡大が見
込まれるため、「事業収入」及び「事業費」のそれぞれに学会事務受託関係の勘定科目を設ける
こととした。

①上記の数値は、給与費、福利厚生費、地代・家賃など各事業等に共通して生ずる経費をそれぞ
れの事業等に配分した後の数値である。


